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7． エネルギーをみんなに そしてクリーンに 

8． 働きがいも経済成長も 

9． 産業と技術革新の基盤をつくろう 

11. 住み続けられるまちづくりを 

12．つくる責任 つかう責任 

13．気候変動に具体的な対策を 

 

 

   



特集：日本のエネルギー問題を考える 
 

本特集の原稿募集案内に対して、会員の皆様から 12件の応募（公募及びご寄稿）がありました。 

ご寄稿の依頼には、田岡本部長はじめ各委員会・研究会ならびに各部会の代表の方々に広くお声

掛けいただき、また、東日本大震災・発災直後（10年前）の近畿支部（当時）において議論の場を

企画された方々にもご協力いただきまして、編集室一同、感謝申し上げます。 

連休明け以降ほぼ毎日、新聞各紙に脱炭素化技術・カーボンニュートラル・電気自動車・水素エ

ンジン自動車・液化水素運搬船・原発新設等々の話題が掲載され、手前味噌ながら、本企画が時宜

を得たものと考えております。まさに「技術士の出番が来た」と論文中に記した著者もおられまし

た。ご寄稿いただいた皆様方に御礼を申し上げるとともに、この特集が、さらに活発な議論を呼び

起こすことを期待いたしております。                                 「きんき」編集室 
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